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あとがき 

 
ボランティアセンター2013 年度報告書をお届け致します。2013 年度は、センター長が原田晃樹

先生(コミュニティ福祉学部)から平野方紹先生(コミュニティ福祉学部)に交代、2013 年３月に定年

退職なさった渕博子さんに替わり伊藤秀弥さんが専任職員として着任し、スタート致しました。ボラン

ティアセンターの今年度の大きな事業は、設立 10 周年記念行事でした。2012 年 11 月頃より原田

前センター長を中心にプロジェクトチームを作り、「シンポジウム」と「報告書 10 周年記念号」のふたつ

を大きな柱として検討して参りました。 

シンポジウムの基本テーマは、「高等教育機関におけるボランティアセンターの理念と役割」とし、

大学におけるボランティアセンターの位置づけを再確認し、ユニバーサル化している大学におけるボ

ランティアセンターの果たすべき役割や機能を改めて明確にしていくことを意図しました。その際の切

り口として、東日本大震災における復興支援ボランティアをとりあげ、参加学生の体験と気づき、ボラ

ンティア受け入れ団体からみた学生ボランティアの意味、そして学生と受け入れ団体をコーディネー

ションする際のねらいや学生に対する研修など立体的にボランティアセンターの活動が浮かび上がる

ような構成を考えました。シンポジウムは、2013 年 12 月７日(土)に開催され、学内外の参加者約１

００名を数えることができました。シンポジウムに関しては、本報告書に採録してありますので、ご高覧

いただけましたら幸いです。 

ボランティアセンターの１０年の歩みをまとめた「報告書 10 周年記念号」の作成は、本報告書にあ

ります年表の作成から始まりました。宮嵜知子さんを中心に年表の整理を行って参りましたが、その

中で改めて気づいたのは、ボランティアセンターとして独立組織が設立した 2003 年よりも以前から本

学ではボランティア活動が全学的な承認を受けながらおこなわれていた、という歴史でした。これは、

本学が Anglican Communion のひとつである日本聖公会による学校であることからかもしれません。そ

れは本学創始者チャニング･Ｍ･ウィリアムズ主教が、宣教師として来日し、アメリカ聖公会の支援をも

とに学校を設立し、教育の場と機会を作り出したということそのものに voluntary な精神の一端を見い

だすことができます。 

また災害復興支援と学生ボランティアの兆しは、1923 年の関東大震災で崩壊したＹＭＣＡの立て

直しのために、アメリカよりやってきたポール・ラッシュが本学でＢＳＡ(聖アンデレ同胞会)を組織したこ

とに見ることができます。ポール・ラッシュは、青年教育に深い関心をもち、祈りと労働を旨とした活動

を清里の地でおこないました。 

本学ボランティアセンターのルーツをたどるなかで、「自発性・無償性・相互性」というボランティア

活動の理念の背後にある「内発性」の重要さに気づかされました。そして、大学ボランティアセンター

の役割のひとつは、学生の内発性を引き出す（educare=外に引き出す＜education）ことにあるのかと

思います。 

2013 年度の報告書は、ボランティアセンター設立 10 周年記念号として、ボランティアセンター創

成期に携わった方々、またゆかりある方々の力のこもった論考と 2013 年度スタッフの点描を掲載し

ております。ご一読いただき、これからも本学ボランティアセンターへのご指導、ご鞭撻を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

(逸見敏郎 ボランティアセンター副センター長 学校・社会教育講座教授) 




